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① 茅ヶ崎駅南口　歴史みちを歩く
② 会員相談窓口の紹介

撮影：矢藤　博さん　
上：神明大神（赤羽根）下：善福寺（柳島）右下：ワクチン接種会場 で撮影しました。

シルバー
ちがさき

つ
ら
く
て
し
ん
ど
く
て
も
、

努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る

 

池
江
璃
花
子

飛
行
機
は
飛
び
立
つ
時
よ
り
着
地
が
難
し
い

人
生
も
同
じ
だ
よ

 

本
田
宗
一
郎

遠
い
道
を
ゆ
っ
く
り
と

け
れ
ど
休
ま
ず
に
歩
い
て
い
く
人
が
あ
る

 

開
高

　
　健

人
生
に
感
動
し
、

そ
れ
こ
そ
夢
中
に
な
っ
て
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、

そ
れ
は
〟
青
春
〝
と
い
っ
て
も
い
い
と
思
う

 

加
山

　雄
三

■
就
業
場
所

　
茅
ヶ
崎
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
業
務
内
容
の
紹
介

 

（
事
務
局
よ
り
）

　
茅
ヶ
崎
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
保
護
者
が
日
中
に
就
労
等

で
家
庭
に
不
在
と
な
る
小
学
生

の
遊
び
や
生
活
の
場
を
作
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
、

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
送
迎
と
保
育

の
見
守
り
補
助
な
ど
の
業
務
を

派
遣
に
よ
る
勤
務
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　
勤
務
さ
れ
て
い
る
会
員
さ
ん

は
以
前
子
供
と
接
す
る
仕
事
を

し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
方
か

ら
、
全
く
違
う
仕
事
を
し
て
い

た
方
ま
で
様
々
で
す
。

児
童
ク
ラ
ブ

補
助
業
務
の
情
報

児童クラブ

補助業務



（2）（7）

年
会
費
の
納
入
を
！

事
務
局
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

社
会
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

◎
新
入
会
員
紹
介

男 

七
十
四・九
歳

女 

七
十
三・八
歳

合
計 

七
十
四・七
歳

会
　
員
　
数

平
　
均
　
年
　
齢

男
 

七
百
六
十
人

女 

二
百
七
人

合
計 

九
百
六
十
七
人

令
和
三
年
七
月
現
在

◎
一
月
入
会

坂

　井

　安

　弘

簾

　内

　登
志
子

森

　
　
　多
惠
子

◎
三
月
入
会

古

　島

　仁

　志

◎
四
月
入
会

浅

　井

　
　
　昇

阿

　部

　好

　信

池

　田

　正

　子

今

　井

　広

　志

大

　泉

　昌

　紀

笠

　井

　敏

　彦

國

　司

　久

　夫

小

　杉

　育

　雄

近

　藤

　健

　治

佐
々
木

　恵
美
子

里

　美

　辰

　彦

篠

　原

　ミ
サ
子

関

　川

　
　
　馨

西

　村

　勘

　治

福

　田

　
　
　肇

藤

　田

　良

　江

古

　川

　信

　明

宮

　本

　六

　郎

森

　屋

　和

　己

藥
師
寺

　貞

　暁

米

　山

　隆

　成

◎
五
月
入
会

　

相

　澤

　秀

　雄

赤

　間

　正

　行

秋

　田

　忠

　宏

朝

　倉

　千
加
男

穴

　沢

　
　
　智

石

　塚

　美
和
子

糸

　井

　
　
　睦

柿

　本

　恵

　美

柏

　木

　榮

　子

東
海
林

　
　
　直

菅

　野

　久

　男

高

　橋

　え
り
子

田

　中

　義

　郎

長

　野

　勝

　也

沼

　上

　昭

　二

沼

　崎

　
　
　宏

半

　田

　
　
　総

平

　川

　久

　夫

廣

　田

　守

　邦

古

　屋

　満
佐
雄

松

　任

　道

　雄

三

　橋

　弘
一
郎

宮

　本

　
　
　貢

山

　崎

　亮

　子

渡

　辺

　
　
　孝

　
　
　

 

（
敬
称
略
）

配
分
金
の
時
間
単
価
が

変
わ
り
ま
し
た

　令
和
二
年
度
の
神
奈
川
県
の
最
低
賃

金
の
改
正
を
受
け
、
令
和
三
年
四
月
よ
り

配
分
金
一
時
間
当
た
り「
一
、〇
一
二
円
〜
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
登
録
情
報
変
更
の
際
の

連
絡
に
つ
い
て

　緊
急
連
絡
先
・
住
所
・
電
話
番
号
な
ど

の
会
員
登
録
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
、
必
ず
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本
年
四
月
一
日
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　業
務
課
長

　橋
口

　真
澄 

で
す
。

編
集
後
記
　

　
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
っ
た
新
広

報
委
員
会
。
表
紙
の
写
真
は
？
特
集

は
？
と 

議
論
伯
仲
！
表
紙
は
「
こ
ん

な
時
も
あ
っ
た
ね
ぇ
〜
」
を
残
そ
う

と
考
え
ま
し
た
。
特
集
は
〝
Ａ
Ｉ
加

山
雄
三
の
声
〞
か
ら
発
想
が
始
ま
り

「
南
口
の
歴
史
み
ち
」
に
な
り
ま
し

た
。

　
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
、
今
後
も

見
や
す
い
紙
面
作
り
を
心
掛
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

広
報
委
員
一
同

紹

介

し

ま

す

！

シ
ル
バ
ー
会
員
の

  
さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ（
意
見
箱
）

　
　
　
　
　
　
　

  

に
つ
い
て

令
和
三
年
度

定
時
総
会
開
催

　去
る
五
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ａ
会
議
室

に
お
い
て
、
令
和
三
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　議

　事

（
一
）
報
告
事
項

報
告
第
一
号

　令
和
三
年
度
事
業
計
画

報
告
第
二
号

　令
和
三
年
度
収
支
予
算

報
告
第
三
号

　令
和
三
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備

　
　
　
　
　
　投
資
の
見
込
み

報
告
第
四
号

　令
和
二
年
度
収
支
補
正
予
算

（
二
）
協
議
事
項

議
案
第
一
号

　令
和
二
年
度
事
業
報
告
の
承
認

議
案
第
二
号

　令
和
二
年
度
決
算
の
承
認

　
　
　
　
　
　監
査
報
告

　

議
案
第
三
号

　補
欠
役
員
の
選
任

　議
案
採
決
結
果

議
案
第
一
号

　賛
成

　七
百
五
十
五

　名

　
　
　
　
　
　反
対

　
　
　
　
　０

　名

議
案
第
二
号

　賛
成

　七
百
五
十
五

　名

　
　
　
　
　
　反
対

　
　
　
　
　０

　名

議
案
第
三
号

　賛
成

　七
百
五
十
五

　名

　
　
　
　
　
　反
対

　
　
　
　
　０

　名

永
年
功
労
者
の
表
彰

　例
年
、
定
時
総
会
に
お
い
て
正
会
員
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営

に
尽
力
さ
れ
た
会
員
の
方
を
、
永
年
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
総
会
に
お
け

る
会
場
で
の
表
彰
に
つ
い
て
は
中
止
と
い
た
し
ま
し

た
。
永
年
功
労
者
の
皆
様
に
は
定
時
総
会
終
了
後
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　公

益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
表
彰
規
程
に
よ
り
、
次
の
二
十
七
名
の
正
会
員

の
方
が
永
年
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。飯

　島

　五

　郎

　
　星

　
　
　昭

　子

鈴

　木

　義

　信

　
　前

　田

　奉

　宏

田

　野

　敏

　明

　
　堂

　野

　末

　雄

佐
々
木

　三

　男

　
　鈴

　木

　二

　男

野

　田

　眞

　義

　
　濱

　川

　文

　夫

鈴

　木

　文

　子

　
　大

　内

　孝

　志

掛

　川

　隆

　夫

　
　笹

　川

　良

　夫

髙

　橋

　幸

　治

　
　西

　
　
　
　
　裕

吉

　田

　次

　幸

　
　高

　橋

　茂

　司

 

山

　村

　英

　夫

　
　飯

　島

　
　
　直

猪

　股

　一

　幸

　
　佐

　藤

　收

　司

藤

　井

　将

　澄

　
　大

　関

　路

　将

小
長
井

　修

　平

　
　鎌

　形

　靖

　之

斉

　木

　
　
　功

　役
員
七
名
の
辞
任
並
び
に
二
名
の
欠
員
に
伴
い
、

令
和
三
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
度
定
時
総

会
終
結
時
ま
で
、
次
の
九
名
の
方
々
が
公
益
社
団
法

人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
員
と
し
て

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

常
務
理
事

　杉

　田

　司

理

　
　事

　五
十
嵐

　浩

　
　〃

　
　井
本

　知
文

　
　〃

　
　太
田
久
仁
生

　
　〃

　
　竹
内

　靖
子

　
　〃

　
　内
藤

　喜
之

　
　〃

　
　夏
目

　
　徹

　
　〃

　
　柳
川

　敏
夫

監

　
　事

　河
﨑

　節
子

　令
和
三
年
七
月
一
日
よ
り
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
窓
口
横
に
会
員

の
皆
様
の
ご
意
見
等
の
受
付
と
回
答

意
見
箱
と
し
て
「
シ
ル
バ
ー
会
員
の

さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
会
員
専
用
ペ
ー

ジ
内
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
〇
四
六
七

―

八
五―

七
四
二
五
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　予
防
に
関
す
る

　
　
　ご
協
力
の
お
礼
に
つい
て

　セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
二
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止

の
た
め
来
館
時
の
マ
ス
ク
着
用
、
手
指

の
消
毒
、
検
温
等
の
対
応
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　令
和
三
年
一
月
か
ら
令
和
三
年
五
月

ま
で
に
次
の
方
々
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

橋口　真澄さん

（
敬
称
略
・
会
員
番
号
順
）

令
和
三
年
度

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
定
時
総
会
の
様
子

シルバー会員の
ささやきBOX

第80号　シルバーちがさき 第80号　シルバーちがさき

新
任
役
員
の
紹
介

　令
和
三
年
度
年
会
費
を
ま
だ
納
め
て
い

な
い
方
は
、
早
急
に
事
務
局
窓
口
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。な
お
、会
費
納
付
書
は
送
付

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
納
入
が
無
い
場
合
、
就

業
の
ご
案
内
等
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　石
田
事
務
局
長
の
退
職
に
伴
い
、
令

和
三
年
四
月
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り

事
務
局
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　杉
田

　
　司

事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長

　小
澤

　伸
一

業
務
課
長

　
　
　
　
　
　橋
口

　真
澄

　美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎

（
海
岸
清
掃
）は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、令
和
三
年

度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
十
月
十
六
日
、十

一
月
二
十
七
日
に
第
一
カ
ッ
タ
ー
き
い
ろ
公

園
（
中
央
公
園
）に
て
予
定
し
て
い
る「
シ

ル
バ
ー
の
日
中
央
公
園
清
掃
活
動
」に
つ

い
て
は
、九
月
発
行
の
シ
ル
バ
ー
通
信
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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0%1% 0.3%

図2 仕事ぶりへの
　　　満足感(設問②)

図3 今後の業務発注
　　　への意向(設問③)

令
和
二
年
度

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　調
査
結
果
に
つ
い
て

一
　調
査
の
目
的

　セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
発
注
者
の
方
が
次

の
項
目
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
や
要
望

を
持
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
今
後
の
セ
ン

タ
ー
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

﹇
設
問
項
目
﹈

　①
作
業
料
金
に
対
す
る
意
識

　②
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度

　③
今
後
の
業
務
発
注
へ
の
意
向

　④
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
職
種

　⑤
そ
の
他
要
望

二

　調
査
方
法

　往
復
ハ
ガ
キ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的

を
記
し
た
案
内
文
と
、
返
信
に
設
問
項
目
を

記
載
し
、
回
答
欄
に
記
入
し
て
返
信
し
て
も

ら
う
よ
う
発
送
し
ま
し
た
。

三

　対
象
者

　令
和
二
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
の
二
か
月

間
、セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
公
共
機
関
を
除

く
事
業
者
、一
般
家
庭
等
を
対
象
と
し
、そ
の

う
ち
各
業
務
に
設
定
し
た
抽
出
数
と
な
る
よ

う
に
業
務
ご
と
に
無
作
為
に
抽
出
し
て
行
い
、

計
五
百
通
を
発
送
し
ま
し
た
。

　以
上
の
よ
う
な
要
領
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
回
答
は
三
百
十
八
通
（
回
答
率
六
十

三
・
六
％
）あ
り
、次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　料
金
に
関
し
て
は
、
妥
当
と
す
る
回
答
が

五
割
以
上
で
あ
り
、
安
い
・
や
や
安
い
と
す
る

回
答
を
含
め
る
と
九
割
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度
に
関
し
て

は
、や
や
満
足
も
含
め
満
足
と
す
る
回
答
が

七
割
以
上
を
占
め
ま
し
た
。ま
た
、普
通
と
す

る
回
答
を
含
め
る
と
九
十
四
・
九
％
に
上
り
、

ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が
満
足
か
ら
普
通
と
い
っ

た
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

　今
後
の
意
向
に
関
し
て
は
、全
体
結
果
と
し

て
是
非
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
七
十

八
％
、た
ぶ
ん
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
二
十

一
％
と
な
り
、
合
わ
せ
て
九
十
九
％
の
お
客
様

が
再
度
依
頼
す
る
と
い
う
意
向
で
し
た
。

　本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
料
金
に
対
し
て
高
い

と
回
答
し
た
人
ほ
ど
リ
ピ
ー
ト
へ
の
意
向
が

低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
に

対
し
て
、
料
金
が
高
く
な
っ
て
も
よ
り
良
い
仕

事
を
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ
り
、ニ
ー
ズ

に
応
え
た
就
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　④
、⑤
に
つ
い
て
は
、様
々
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
参
考
に
い
た
し
ま
す
。

図１ 作業料金
　　(設問①)

　令
和
二
年
度
は
、
就
業
中
の
傷

害
事
故
が
二
件
、
就
業
途
上
の
傷

害
事
故
が
一
件
、
就
業
中
の
賠
償

事
故
が
三
件
の
合
計
六
件
の
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　平
成
二
十
六
年
か
ら
全
体
の
事

故
件
数
が
十
件
を
超
え
る
年
度
が

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
二
年

度
は
事
故
全
体
の
件
数
が
例
年
に

比
べ
て
少
な
く
、
十
件
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
安
全
対
策
に
注
力
し
て
い
き

ま
す
。

　就
業
の
際
に
は
自
身
の
体
調
や

作
業
現
場
の
状
況
等
を
確
認
し
、

事
故
の
無
い
よ
う
安
全
・
適
正
な

就
業
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
就
業
場
所
ま
で
の
行
き
帰
り

に
つ
い
て
も
、
交
通
事
故
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故
の

防
止
に
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
、
焦
ら
ず
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て

運
転
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

令
和
二
年
度
安
全
就
業
標
語
お
よ
び

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
募
集
へ
の

ご
応
募
の
御
礼

　令
和
二
年
度
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
神
奈
川
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
安
全
就
業
標
語

お
よ
び
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
に
つ
き
ま
し

て
、
総
計
二
十
五
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
会
員

の
鹿
嶌
清
人
さ
ん
の
安
全
就
業
標
語
が
佳
作
と
し

て
入
選
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
当
セ
ン
タ
ー
で

は
募
集
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　鹿
嶌

　清
人
さ
ん

　安
全
就
業
標
語

「
忘
れ
る
な
慣
れ
と
過
信
は
危
険
予
知

　
　

     

ル
ー
ル
守
っ
て

　安
全
作
業
」

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
事
の
一
つ
が
熱
中
症
で
す
。

　高
温
・
多
湿
と
い
っ
た
よ
う
な
熱
中
症
リ
ス
ク

の
高
い
環
境
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
、
身

体
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
屋
外
で
人
と

の
十
分
な
距
離
（
二
ｍ
以
上
）
が
確
保
で
き
る
際

に
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　併
せ
て
、
通
常
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
こ
ま
め

な
水
分
補
給
と
日
陰
で
の
休
憩
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

会
員
相
談
窓
口

　担
当
者
よ
り

　会
員
相
談
窓
口
は
、
令
和
二
年
六
月

か
ら
開
始
し
、
現
在
ま
で
に
二
十
件
ほ

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　セ
ン
タ
ー
で
は
茅
ヶ
崎
市
役
所
に
て

市
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
相
談
受
付
を
行

う
生
涯
現
役
応
援
窓
口
を
開
設
し
て
お

り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
セ
ン

タ
ー
会
員
の
相
談
を
受
け
付
け
る
た
め

に
開
始
さ
れ
た
の
が
会
員
相
談
窓
口
で

す
。　会

員
相
談
窓
口
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
希
望
す
る
内
容
の
聞
き
取
り
を
行

い
、
そ
の
上
で
今
後
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
活
動
が

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
ま
た
そ

れ
を
ど
の
よ
う
な
形
で
誰
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
会
員
相
談
窓

口
へ
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　会
員
相
談
窓
口
は
、
会
員
の
皆
様

の
就
業
機
会
の
情
報
提
供
や
生
き
が

い
活
動
の
相
談
に
会
員
の
希
望
等
に

配
慮
し
な
が
ら
対
応
す
る
窓
口
で
、

令
和
二
年
六
月
か
ら
開
設
し
て
い
ま

す
。　開

設
日
時
は
毎
月
第
三
金
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
お
よ
び
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
一
枠
一
時
間

と
な
り
ま
す
。
場
所
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
生
き
が
い
会
館
内
）

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で

ご
希
望
の
方
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
〇
四
六
七
―
八
五
―
七
四
二
五
）

ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。0８月 ２０日（金）

0９月 １７日（金）
１０月 １５日（金）
１１月 １９日（金）
１２月 １７日（金）
0１月 ２１日（金）
0２月 １８日（金）
0３月 １８日（金）

会員相談窓口開設日（8月以降）

第80号　シルバーちがさき 第80号　シルバーちがさき

特

集

２

会
員
相
談
窓
口
の
紹
介

会
員
相
談
窓
口
の
紹
介

51.1%

78%

21%

14.2%

19%

24.8%

4.8%

18.4%

57.9%

9.5%

安い
やや安い
妥当

やや高い満足
やや満足
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やや不満
不満

是非依頼
たぶん依頼
依頼しない

令
和
二
年
度
事
故
報
告

会員相談窓口での
相談の様子

 就業途上の傷害 就業中の賠償 就業中の傷害 事故合計

令和 2 年度 1 3 2 6

令和元年度 0 4 7 11 

平成30年度 6 2 5 13 
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通
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（4）（5） 第80号　シルバーちがさき 第80号　シルバーちがさき

特

集

１

茅
ヶ
崎
駅
南
口
歴
史
み
ち
を
歩
く

茅
ヶ
崎
駅
南
口
歴
史
み
ち
を
歩
く

茅ヶ崎駅
１８９８年開業

1

2

3
4

6

5 茅
ヶ
崎
駅
南
口
に
は
鉄
砲
道
を
は
じ
め
、
様
々
な
歴
史
を

持
っ
た
道
、
歴
史
み
ち
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
こ
れ
ら
歴
史
み
ち
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

①国木田独歩追憶碑（中海岸三丁目・茅ヶ崎公園内・高砂通り沿い）
　国木田独歩が晩年茅ヶ崎にて療養したことから、茅ヶ崎公
園内に独歩追憶碑があります。周辺には茅ヶ崎館（中海
岸）、南湖院（南湖）などもあり、茅ヶ崎と文学は深いかか
わりがあります。

③加山雄三デビュー六十周年記念モニュメント（東海岸北二丁目・雄三通り沿い）
　加山雄三の名前の付いた雄三通りと鉄砲道の交差点脇に記念モニュメントが今年の4月
に設置されました。現在、市内各所で加山雄三の声を音声合成技術などで再現したアナ
ウンスが流れています。加山雄三が一言もしゃべらず作られたというアナウンス、今一度
耳を澄まして聴いてみてはいかがでしょうか。

④旧鉄砲道入口・佐々木卯之助追悼記念碑（東海岸北五丁目・鉄砲通り沿い）
　鉄砲道のいわれとなった鉄砲場は１７２８年に幕府が開設し、その鉄砲場に沿った道が鉄砲道の始ま
りと伝えられています。現在の鉄砲道は、整地された広い道になったところがほとんどですが、旧道が
そのまま残っている場所もあります。旧道の入り口には困窮する村人に鉄砲場内での耕作を黙認したた
めに処罰された鉄砲場管理者であった佐々木卯之助の記念碑が建てられています。

⑤松が丘ラチエン通り公園
  （松が丘一丁目・ラチエン通り沿い）
　ラチエン通りの由来となったドイツ人貿易商ルドルフ・ラ
チエンの別荘跡地の一部が現在松が丘ラチエン通り公園
となっています。ラチエン通りは、江戸時代の茅ヶ崎村と
小和田村の郷境（村の境）が道となったもので、東海道
（国道一号線）の北側からまっすぐ姥島（烏帽子岩）を見
通す線として、１６６４年に境が定められました。

⑥お化け烏帽子ポイント
 （東海岸南六丁目付近・ラチエン通り）
　この付近には開高健記念館、茅ヶ崎ゆか
りの人物館があります。そこから少し北側
へ進んだ場所からは目の錯覚で烏帽子岩が
とても大きく見えるポイントがあります。
通称「お化け烏帽子」。一度確かめてみて
はいかがでしょうか。

②高砂緑地
 （東海岸北一丁目・高砂通り沿い）
　明治時代に新派劇の父と称された
俳優川上音二郎、貞奴が暮らした別
荘跡地で、緑地内には美術館や松籟
庵（茶室・書院）があります。昔こ
の辺りに砂の丘があり、「高砂＝高い
砂丘」からこの地域が高砂と呼ばれ
るようになったそうです。

シルバー人材センター
キャラクターチエブクロー
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図2 仕事ぶりへの
　　　満足感(設問②)

図3 今後の業務発注
　　　への意向(設問③)

令
和
二
年
度

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　調
査
結
果
に
つ
い
て

一
　調
査
の
目
的

　セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
発
注
者
の
方
が
次

の
項
目
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
や
要
望

を
持
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
今
後
の
セ
ン

タ
ー
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

﹇
設
問
項
目
﹈

　①
作
業
料
金
に
対
す
る
意
識

　②
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度

　③
今
後
の
業
務
発
注
へ
の
意
向

　④
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
職
種

　⑤
そ
の
他
要
望

二

　調
査
方
法

　往
復
ハ
ガ
キ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的

を
記
し
た
案
内
文
と
、
返
信
に
設
問
項
目
を

記
載
し
、
回
答
欄
に
記
入
し
て
返
信
し
て
も

ら
う
よ
う
発
送
し
ま
し
た
。

三

　対
象
者

　令
和
二
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
の
二
か
月

間
、セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
公
共
機
関
を
除

く
事
業
者
、一
般
家
庭
等
を
対
象
と
し
、そ
の

う
ち
各
業
務
に
設
定
し
た
抽
出
数
と
な
る
よ

う
に
業
務
ご
と
に
無
作
為
に
抽
出
し
て
行
い
、

計
五
百
通
を
発
送
し
ま
し
た
。

　以
上
の
よ
う
な
要
領
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
回
答
は
三
百
十
八
通
（
回
答
率
六
十

三
・
六
％
）あ
り
、次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　料
金
に
関
し
て
は
、
妥
当
と
す
る
回
答
が

五
割
以
上
で
あ
り
、
安
い
・
や
や
安
い
と
す
る

回
答
を
含
め
る
と
九
割
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度
に
関
し
て

は
、や
や
満
足
も
含
め
満
足
と
す
る
回
答
が

七
割
以
上
を
占
め
ま
し
た
。ま
た
、普
通
と
す

る
回
答
を
含
め
る
と
九
十
四
・
九
％
に
上
り
、

ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が
満
足
か
ら
普
通
と
い
っ

た
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

　今
後
の
意
向
に
関
し
て
は
、全
体
結
果
と
し

て
是
非
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
七
十

八
％
、た
ぶ
ん
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
二
十

一
％
と
な
り
、
合
わ
せ
て
九
十
九
％
の
お
客
様

が
再
度
依
頼
す
る
と
い
う
意
向
で
し
た
。

　本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
料
金
に
対
し
て
高
い

と
回
答
し
た
人
ほ
ど
リ
ピ
ー
ト
へ
の
意
向
が

低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
に

対
し
て
、
料
金
が
高
く
な
っ
て
も
よ
り
良
い
仕

事
を
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ
り
、ニ
ー
ズ

に
応
え
た
就
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　④
、⑤
に
つ
い
て
は
、様
々
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
参
考
に
い
た
し
ま
す
。

図１ 作業料金
　　(設問①)

　令
和
二
年
度
は
、
就
業
中
の
傷

害
事
故
が
二
件
、
就
業
途
上
の
傷

害
事
故
が
一
件
、
就
業
中
の
賠
償

事
故
が
三
件
の
合
計
六
件
の
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　平
成
二
十
六
年
か
ら
全
体
の
事

故
件
数
が
十
件
を
超
え
る
年
度
が

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
二
年

度
は
事
故
全
体
の
件
数
が
例
年
に

比
べ
て
少
な
く
、
十
件
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
安
全
対
策
に
注
力
し
て
い
き

ま
す
。

　就
業
の
際
に
は
自
身
の
体
調
や

作
業
現
場
の
状
況
等
を
確
認
し
、

事
故
の
無
い
よ
う
安
全
・
適
正
な

就
業
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
就
業
場
所
ま
で
の
行
き
帰
り

に
つ
い
て
も
、
交
通
事
故
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故
の

防
止
に
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
、
焦
ら
ず
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て

運
転
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

令
和
二
年
度
安
全
就
業
標
語
お
よ
び

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
募
集
へ
の

ご
応
募
の
御
礼

　令
和
二
年
度
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
神
奈
川
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
安
全
就
業
標
語

お
よ
び
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
に
つ
き
ま
し

て
、
総
計
二
十
五
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
会
員

の
鹿
嶌
清
人
さ
ん
の
安
全
就
業
標
語
が
佳
作
と
し

て
入
選
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
当
セ
ン
タ
ー
で

は
募
集
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　鹿
嶌

　清
人
さ
ん

　安
全
就
業
標
語

「
忘
れ
る
な
慣
れ
と
過
信
は
危
険
予
知

　
　

     

ル
ー
ル
守
っ
て

　安
全
作
業
」

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
事
の
一
つ
が
熱
中
症
で
す
。

　高
温
・
多
湿
と
い
っ
た
よ
う
な
熱
中
症
リ
ス
ク

の
高
い
環
境
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
、
身

体
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
屋
外
で
人
と

の
十
分
な
距
離
（
二
ｍ
以
上
）
が
確
保
で
き
る
際

に
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　併
せ
て
、
通
常
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
こ
ま
め

な
水
分
補
給
と
日
陰
で
の
休
憩
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

会
員
相
談
窓
口

　担
当
者
よ
り

　会
員
相
談
窓
口
は
、
令
和
二
年
六
月

か
ら
開
始
し
、
現
在
ま
で
に
二
十
件
ほ

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　セ
ン
タ
ー
で
は
茅
ヶ
崎
市
役
所
に
て

市
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
相
談
受
付
を
行

う
生
涯
現
役
応
援
窓
口
を
開
設
し
て
お

り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
セ
ン

タ
ー
会
員
の
相
談
を
受
け
付
け
る
た
め

に
開
始
さ
れ
た
の
が
会
員
相
談
窓
口
で

す
。　会

員
相
談
窓
口
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
希
望
す
る
内
容
の
聞
き
取
り
を
行

い
、
そ
の
上
で
今
後
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
活
動
が

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
ま
た
そ

れ
を
ど
の
よ
う
な
形
で
誰
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
会
員
相
談
窓

口
へ
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　会
員
相
談
窓
口
は
、
会
員
の
皆
様

の
就
業
機
会
の
情
報
提
供
や
生
き
が

い
活
動
の
相
談
に
会
員
の
希
望
等
に

配
慮
し
な
が
ら
対
応
す
る
窓
口
で
、

令
和
二
年
六
月
か
ら
開
設
し
て
い
ま

す
。　開

設
日
時
は
毎
月
第
三
金
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
お
よ
び
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
一
枠
一
時
間

と
な
り
ま
す
。
場
所
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
生
き
が
い
会
館
内
）

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で

ご
希
望
の
方
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
〇
四
六
七
―
八
五
―
七
四
二
五
）

ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。0８月 ２０日（金）

0９月 １７日（金）
１０月 １５日（金）
１１月 １９日（金）
１２月 １７日（金）
0１月 ２１日（金）
0２月 １８日（金）
0３月 １８日（金）

会員相談窓口開設日（8月以降）

第80号　シルバーちがさき 第80号　シルバーちがさき

特

集

２

会
員
相
談
窓
口
の
紹
介

会
員
相
談
窓
口
の
紹
介

51.1%

78%

21%

14.2%

19%

24.8%

4.8%

18.4%

57.9%

9.5%

安い
やや安い
妥当

やや高い満足
やや満足
普通

やや不満
不満

是非依頼
たぶん依頼
依頼しない

令
和
二
年
度
事
故
報
告

会員相談窓口での
相談の様子

 就業途上の傷害 就業中の賠償 就業中の傷害 事故合計

令和 2 年度 1 3 2 6

令和元年度 0 4 7 11 

平成30年度 6 2 5 13 

平成30年度

令和元年度

令和 2 年度

6
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安
全
管
理
委
員
会



（2）（7）

年
会
費
の
納
入
を
！

事
務
局
職
員
の
異
動
に
つ
い
て

社
会
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

◎
新
入
会
員
紹
介

男 

七
十
四・九
歳

女 

七
十
三・八
歳

合
計 

七
十
四・七
歳

会
　
員
　
数

平
　
均
　
年
　
齢

男
 

七
百
六
十
人

女 

二
百
七
人

合
計 

九
百
六
十
七
人

令
和
三
年
七
月
現
在

◎
一
月
入
会

坂

　井

　安

　弘

簾

　内

　登
志
子

森

　
　
　多
惠
子

◎
三
月
入
会

古

　島

　仁

　志

◎
四
月
入
会

浅

　井

　
　
　昇

阿

　部

　好

　信

池

　田

　正

　子

今

　井

　広

　志

大

　泉

　昌

　紀

笠

　井

　敏

　彦

國

　司

　久

　夫

小

　杉

　育

　雄

近

　藤

　健

　治

佐
々
木

　恵
美
子

里

　美

　辰

　彦

篠

　原

　ミ
サ
子

関

　川

　
　
　馨

西

　村

　勘

　治

福

　田

　
　
　肇

藤

　田

　良

　江

古

　川

　信

　明

宮

　本

　六

　郎

森

　屋

　和

　己

藥
師
寺

　貞

　暁

米

　山

　隆

　成

◎
五
月
入
会

　

相

　澤

　秀

　雄

赤

　間

　正

　行

秋

　田

　忠

　宏

朝

　倉

　千
加
男

穴

　沢

　
　
　智

石

　塚

　美
和
子

糸

　井

　
　
　睦

柿

　本

　恵

　美

柏

　木

　榮

　子

東
海
林

　
　
　直

菅

　野

　久

　男

高

　橋

　え
り
子

田

　中

　義

　郎

長

　野

　勝

　也

沼

　上

　昭

　二

沼

　崎

　
　
　宏

半

　田

　
　
　総

平

　川

　久

　夫

廣

　田

　守

　邦

古

　屋

　満
佐
雄

松

　任

　道

　雄

三

　橋

　弘
一
郎

宮

　本

　
　
　貢

山

　崎

　亮

　子

渡

　辺

　
　
　孝

　
　
　

 

（
敬
称
略
）

配
分
金
の
時
間
単
価
が

変
わ
り
ま
し
た

　令
和
二
年
度
の
神
奈
川
県
の
最
低
賃

金
の
改
正
を
受
け
、
令
和
三
年
四
月
よ
り

配
分
金
一
時
間
当
た
り「
一
、〇
一
二
円
〜
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
登
録
情
報
変
更
の
際
の

連
絡
に
つ
い
て

　緊
急
連
絡
先
・
住
所
・
電
話
番
号
な
ど

の
会
員
登
録
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
、
必
ず
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本
年
四
月
一
日
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　業
務
課
長

　橋
口

　真
澄 

で
す
。

編
集
後
記
　

　
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
っ
た
新
広

報
委
員
会
。
表
紙
の
写
真
は
？
特
集

は
？
と 

議
論
伯
仲
！
表
紙
は
「
こ
ん

な
時
も
あ
っ
た
ね
ぇ
〜
」
を
残
そ
う

と
考
え
ま
し
た
。
特
集
は
〝
Ａ
Ｉ
加

山
雄
三
の
声
〞
か
ら
発
想
が
始
ま
り

「
南
口
の
歴
史
み
ち
」
に
な
り
ま
し

た
。

　
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
、
今
後
も

見
や
す
い
紙
面
作
り
を
心
掛
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

広
報
委
員
一
同

紹

介

し

ま

す

！

シ
ル
バ
ー
会
員
の

  

さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ（
意
見
箱
）

　
　
　
　
　
　
　

  

に
つ
い
て

令
和
三
年
度

定
時
総
会
開
催

　去
る
五
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ａ
会
議
室

に
お
い
て
、
令
和
三
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　議

　事

（
一
）
報
告
事
項

報
告
第
一
号

　令
和
三
年
度
事
業
計
画

報
告
第
二
号

　令
和
三
年
度
収
支
予
算

報
告
第
三
号

　令
和
三
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備

　
　
　
　
　
　投
資
の
見
込
み

報
告
第
四
号

　令
和
二
年
度
収
支
補
正
予
算

（
二
）
協
議
事
項

議
案
第
一
号

　令
和
二
年
度
事
業
報
告
の
承
認

議
案
第
二
号

　令
和
二
年
度
決
算
の
承
認

　
　
　
　
　
　監
査
報
告

　

議
案
第
三
号

　補
欠
役
員
の
選
任

　議
案
採
決
結
果

議
案
第
一
号

　賛
成

　七
百
五
十
五

　名

　
　
　
　
　
　反
対

　
　
　
　
　０

　名

議
案
第
二
号

　賛
成

　七
百
五
十
五

　名

　
　
　
　
　
　反
対

　
　
　
　
　０

　名

議
案
第
三
号

　賛
成

　七
百
五
十
五

　名

　
　
　
　
　
　反
対

　
　
　
　
　０

　名

永
年
功
労
者
の
表
彰

　例
年
、
定
時
総
会
に
お
い
て
正
会
員
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営

に
尽
力
さ
れ
た
会
員
の
方
を
、
永
年
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
総
会
に
お
け

る
会
場
で
の
表
彰
に
つ
い
て
は
中
止
と
い
た
し
ま
し

た
。
永
年
功
労
者
の
皆
様
に
は
定
時
総
会
終
了
後
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　公

益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
表
彰
規
程
に
よ
り
、
次
の
二
十
七
名
の
正
会
員

の
方
が
永
年
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。飯

　島

　五

　郎

　
　星

　
　
　昭

　子

鈴

　木

　義

　信

　
　前

　田

　奉

　宏

田

　野

　敏

　明

　
　堂

　野

　末

　雄

佐
々
木

　三

　男

　
　鈴

　木

　二

　男

野

　田

　眞

　義

　
　濱

　川

　文

　夫

鈴

　木

　文

　子

　
　大

　内

　孝

　志

掛

　川

　隆

　夫

　
　笹

　川

　良

　夫

髙

　橋

　幸

　治

　
　西

　
　
　
　
　裕

吉

　田

　次

　幸

　
　高

　橋

　茂

　司

 

山

　村

　英

　夫

　
　飯

　島

　
　
　直

猪

　股

　一

　幸

　
　佐

　藤

　收

　司

藤

　井

　将

　澄

　
　大

　関

　路

　将

小
長
井

　修

　平

　
　鎌

　形

　靖

　之

斉

　木

　
　
　功

　役
員
七
名
の
辞
任
並
び
に
二
名
の
欠
員
に
伴
い
、

令
和
三
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
四
年
度
定
時
総

会
終
結
時
ま
で
、
次
の
九
名
の
方
々
が
公
益
社
団
法

人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
員
と
し
て

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

常
務
理
事

　杉

　田

　司

理

　
　事

　五
十
嵐

　浩

　
　〃

　
　井
本

　知
文

　
　〃

　
　太
田
久
仁
生

　
　〃

　
　竹
内

　靖
子

　
　〃

　
　内
藤

　喜
之

　
　〃

　
　夏
目

　
　徹

　
　〃

　
　柳
川

　敏
夫

監

　
　事

　河
﨑

　節
子

　令
和
三
年
七
月
一
日
よ
り
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
窓
口
横
に
会
員

の
皆
様
の
ご
意
見
等
の
受
付
と
回
答

意
見
箱
と
し
て
「
シ
ル
バ
ー
会
員
の

さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
会
員
専
用
ペ
ー

ジ
内
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
〇
四
六
七

―

八
五―

七
四
二
五
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　予
防
に
関
す
る

　
　
　ご
協
力
の
お
礼
に
つい
て

　セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
二
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止

の
た
め
来
館
時
の
マ
ス
ク
着
用
、
手
指

の
消
毒
、
検
温
等
の
対
応
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　令
和
三
年
一
月
か
ら
令
和
三
年
五
月

ま
で
に
次
の
方
々
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

橋口　真澄さん

（
敬
称
略
・
会
員
番
号
順
）

令
和
三
年
度

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
定
時
総
会
の
様
子

シルバー会員の
ささやきBOX
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新
任
役
員
の
紹
介

　令
和
三
年
度
年
会
費
を
ま
だ
納
め
て
い

な
い
方
は
、
早
急
に
事
務
局
窓
口
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。な
お
、会
費
納
付
書
は
送
付

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
納
入
が
無
い
場
合
、
就

業
の
ご
案
内
等
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　石
田
事
務
局
長
の
退
職
に
伴
い
、
令

和
三
年
四
月
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り

事
務
局
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　杉
田

　
　司

事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長

　小
澤

　伸
一

業
務
課
長

　
　
　
　
　
　橋
口

　真
澄

　美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎

（
海
岸
清
掃
）は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、令
和
三
年

度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
十
月
十
六
日
、十

一
月
二
十
七
日
に
第
一
カ
ッ
タ
ー
き
い
ろ
公

園
（
中
央
公
園
）に
て
予
定
し
て
い
る「
シ

ル
バ
ー
の
日
中
央
公
園
清
掃
活
動
」に
つ

い
て
は
、九
月
発
行
の
シ
ル
バ
ー
通
信
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



元
気
の
出
る
一
言

広
報
委
員
が
選
ぶ
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① 茅ヶ崎駅南口　歴史みちを歩く
② 会員相談窓口の紹介

撮影：矢藤　博さん　
上：神明大神（赤羽根）下：善福寺（柳島）右下：ワクチン接種会場 で撮影しました。

シルバー
ちがさき

つ
ら
く
て
し
ん
ど
く
て
も
、

努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る

 

池
江
璃
花
子

飛
行
機
は
飛
び
立
つ
時
よ
り
着
地
が
難
し
い

人
生
も
同
じ
だ
よ

 

本
田
宗
一
郎

遠
い
道
を
ゆ
っ
く
り
と

け
れ
ど
休
ま
ず
に
歩
い
て
い
く
人
が
あ
る

 

開
高

　
　健

人
生
に
感
動
し
、

そ
れ
こ
そ
夢
中
に
な
っ
て
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、

そ
れ
は
〟
青
春
〝
と
い
っ
て
も
い
い
と
思
う

 

加
山

　雄
三

■
就
業
場
所

　
茅
ヶ
崎
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
業
務
内
容
の
紹
介

 

（
事
務
局
よ
り
）

　
茅
ヶ
崎
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
保
護
者
が
日
中
に
就
労
等

で
家
庭
に
不
在
と
な
る
小
学
生

の
遊
び
や
生
活
の
場
を
作
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
、

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
送
迎
と
保
育

の
見
守
り
補
助
な
ど
の
業
務
を

派
遣
に
よ
る
勤
務
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　
勤
務
さ
れ
て
い
る
会
員
さ
ん

は
以
前
子
供
と
接
す
る
仕
事
を

し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
方
か

ら
、
全
く
違
う
仕
事
を
し
て
い

た
方
ま
で
様
々
で
す
。

児
童
ク
ラ
ブ

補
助
業
務
の
情
報

児童クラブ

補助業務


